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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第109期
第２四半期
累計期間

第110期
第２四半期連結
累計期間

第109期
第２四半期
会計期間

第110期
第２四半期連結
会計期間

第109期

会計期間

自  平成21年
    12月１日
至  平成22年
    ５月31日

自  平成22年
    12月１日
至  平成23年
    ５月31日

自  平成22年
    ３月１日
至  平成22年
    ５月31日

自  平成23年
    ３月１日
至  平成23年
    ５月31日

自  平成21年
    12月１日
至  平成22年
    11月30日

売上高 (百万円) 3,375 3,548 1,747 1,808 6,838

経常利益 (百万円) 110 122 62 99 163

四半期(当期)純利益 (百万円) 106 109 60 82 144

持分法を適用した場合
の投資利益

(百万円) ― ― ― ― ―

資本金 (百万円) 610 610 610 610 610

発行済株式総数 （千株） 12,200 12,200 12,200 12,200 12,200

純資産額 (百万円) ― ― 1,335 1,486 1,373

総資産額 (百万円) ― ― 6,157 6,135 5,979

１株当たり純資産額 (円) ― ― 109.63 121.97 112.69

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 8.77 9.01 5.00 6.73 11.83

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 （円） ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 21.7 24.2 23.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 56 262 ― ― 139

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △66 △120 ― ― △163

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △366 △86 ― ― △641

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 705 520 416

従業員数 (名) ― ― 151 157 151

(注)１．当社は、第110期第１四半期連結累計（会計）期間より四半期連結財務諸表を作成しております。

２．第110期第２四半期連結累計（会計）期間は連結経営指標等を、第109期第２四半期累計（会計）期間及び第

109期は提出会社の経営指標等を記載しております。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

４．第109期第２四半期累計（会計）期間、第109期及び第110期第２四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整

後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

５．第109期第２四半期累計（会計）期間及び第109期の持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が

ないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年５月31日現在

従業員数(名) 157

(注)  従業員数は、就業人員数であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年５月31日現在

従業員数(名) 153

(注)  従業員数は、就業人員数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社グループは、単一セグメントであるため、製品別の状況を記載すると次のとおりであります。

　
(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を製品別に示すと、次のとおりであります。

　（単位：千円）

区分
当第２四半期連結会計期間　　　　　　　　　（自　平
成23年３月１日　　　　　　　　至　平成23年５月31

日）

ゴム薬品 1,278,810

樹脂薬品 236,557

中間体 103,330

その他 307,219

合計 1,925,917

(注) １  金額は、販売価格によっております。
２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
３  第１四半期連結会計期間から四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期との比較は行っており
ません。

　
(2) 受注実績

当社グループは、原則として見込生産を行っているため、該当事項はありません。

　
(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を製品別に示すと、次のとおりであります。

　（単位：千円）

区分
当第２四半期連結会計期間　　　　　　　　　（自　平
成23年３月１日　　　　　　　　至　平成23年５月31

日）

ゴム薬品 1,144,748

樹脂薬品 244,778

中間体 144,628

その他 274,008

合計 1,808,163

(注) １　第１四半期連結会計期間から四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期との比較は行っておりま

せん。

２  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合
　

相手先

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

山田化成㈱ ― ― 310,222 17.2

３  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
４　第１四半期連結会計期間から四半期連結財務諸表を作成しているため、前第２四半期連結会計期間に係る主な
相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は記載しておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績の分析 

　当第２四半期連結会計期間における当社グループを取り巻く事業環境は、中国を中心としたアジア経済が引

き続き拡大路線を継続しましたが、日本国内においては経済対策の終了による生産活動の減速や個人消費の

停滞、円高の継続とあわせ、本年３月１１日に発生した未曾有の東日本大震災の被害が、広域かつ甚大で、日本

経済に深刻な影響を与えており、景気の先行きは不透明感がより強いものとなりました。

日本国内の自動車生産が震災影響により大幅減産となったことから、当社の関係する自動車関連業界では

弱い動きが続いております。

このような経済環境下、原油価格は上昇基調であり、原材料供給や価格は不安定であり、円高の継続により国

際競争は激しさを増していることから、当社を取り巻く環境は、厳しい状況にあります。

　当社グループにおきましては、原材料や人員の確保ならびに生産体制を柔軟に変更することによる生産能力

の確保・増強を行い、変化の激しい市場の動向を的確に捉えた生産体制の強化を進め、主力のゴム薬品・環境

用薬品に加えて機能性化学品の拡販や新製品戦略の展開を行いました。

この結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は１８億８百万円、営業利益は１億１百万円、経常利益は９９

百万円、四半期純利益は８２百万円となりました。

なお、第１四半期連結会計期間が四半期連結財務諸表の作成初年度であるため、前第２四半期連結会計期間

比較については記載しておりません。

　
＜ゴム薬品＞

ゴム薬品の分野は、中国をはじめとするアジア各国の経済活動の拡大が今期に入っても継続したものの、国

内においては経済対策の打ち切りの反動により自動車販売台数が減少したことに加え、３月に発生した東日

本大震災の影響により、自動車生産ならびに販売台数は大幅減少となりました。

このことが主要顧客であるタイヤ、ゴム工業用品、合成ゴム用途において生産活動に大きな影響を与えまし

たが、全社を挙げて顧客の需要に合わせた生産販売に対して注力したことから、売上は増加しました。輸出に

おきましても、円高が進行し厳しい環境ではありますが、中国をはじめとするアジア各国の市況に合わせ販売

活動を強化し維持拡販に努め、売上を伸張させました。

この結果、この部門合計の売上高は１１億４４百万円となりました。

＜樹脂薬品＞

樹脂薬品の分野は、主要需要先である国内外のアクリル酸・アクリル酸エステル・ＡＢＳ樹脂・ＭＭＡ等の

生産は拡大継続したため関連製品の販売は増加しました。自動車産業用途における需要は東日本大震災の影

響がありやや減少しました。海外顧客においては需要増減がありましたが、樹脂薬品全体として売上を伸ばし

ました。

この結果、この部門合計の売上高は２億４４百万円となりました。

＜中間体＞
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界面活性剤中間体は東日本大震災の影響により一時減産を余儀なくされたことから販売が減少しました。染

顔料中間体は、国内において市場の回復や顧客の需要増加に合わせた販売を行い売上を伸ばしました。しかし

ながら一部製品において輸出向け数量が減少したことから、染顔料中間体としては売上が減少しました。医薬

中間体は機能性化学品において売上が増加しましたが、農薬中間体においては品目により売上の増減があり

ました。

この結果、この部門合計の売上高は１億４４百万円となりました。

＜その他＞

環境用薬剤は、市場動向に合わせ拡販に努力いたしましたが、他の薬剤との競合が激化し売上が減少しまし

た。潤滑油向け薬品は関連産業の生産減少により売上が減少しましたが、新規用途向け製品の販売に注力した

結果、全体として売上高は前年同期を上回りました。

この結果、この部門合計の売上高は２億７４百万円となりました。

　
(2)財政状態の分析

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は６１億３５百万円となりました。なお、流動資産は３９

億１３百万円、固定資産は２２億２２百万円であります。

流動資産の主な内訳は、現金及び預金５億２０百万円、受取手形及び売掛金２０億９０百万円、製品７

億７１百万円であります。　

固定資産の主な内訳は、有形固定資産１８億５４百万円、投資その他の資産３億６０百万円でありま

す。

（負債）　

当第２四半期連結会計期間末における総負債は４６億４９百万円となりました。なお、流動負債は２７

億８３百万円、固定負債は１８億６６百万円であります。

流動負債の主な内訳は、支払手形及び買掛金１２億４０百万円、短期借入金８億７０百万円でありま

す。　

固定負債の主な内訳は、社債６億円、長期借入金５億４３百万円、退職給付引当金５億９８百万円であ

ります。　

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は１４億８６百万円となりました。純資産の主な内訳は、

利益剰余金８億１３百万円であります。

なお、第１四半期連結会計期間が四半期連結財務諸表の作成初年度であるため、前第２四半期連結会計

期間比較については、記載しておりません。

　
(3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、５億２０百万円となりました。

「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、税金等調整前四半期純利益の計上、仕入債務の増加等によ

る資金の増加に対し、たな卸資産の増加等により２億７６百万円の増加となりました。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、有形固定資産の取得による支出等により５７百万円の減

少となりました。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、借入金の減少等により２億４３百万円の減少となりまし

た。

なお、第１四半期連結会計期間が四半期連結財務諸表の作成初年度であるため、前第２四半期連結会計
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期間比較については、記載しておりません。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は50,983千円であります。なお、当第２四半期連結会計期

間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、重要な設備の新設、除却等について、重要な変更はありません。ま

た、新たに確定した重要な施設の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年７月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,200,00012,200,000
東京証券取引所　
（市場第二部）

単元株式数1,000株

計 12,200,00012,200,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

　平成23年３月１日
～平成23年５月31日

－ 12,200,000 － 610,000 － 58,437
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(6) 【大株主の状況】

平成23年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

山田化成株式会社 東京都千代田区内神田２丁目８－４ 2,014 16.5

株式会社山田正水事務所 東京都千代田区内神田２丁目８－１０ 1,200 9.8

山田吉隆 東京都目黒区 316 2.6

三井化学株式会社 東京都港区東新橋１丁目５－２ 250 2.0

旭硝子株式会社 東京都千代田区有楽町１丁目１２－１ 200 1.6

山田芳和 東京都新宿区 191 1.6

山田史郎 東京都目黒区 189 1.5

旭倉庫株式会社 東京都中央区月島１－１４－７ 145 1.2

三菱瓦斯化学株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目５－２ 144 1.2

正喜商事株式会社 東京都千代田区内神田２丁目８－４ 110 0.9

計 ― 4,760 39.0

　

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― 　

議決権制限株式(自己株式等) ― ― 　

議決権制限株式(その他) ― ― 　

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 　 15,000

― 単元株式数1,000株

完全議決権株式(その他) 普通株式12,151,000 12,151 同上

単元未満株式 普通株式　　34,000 ― ―

発行済株式総数 12,200,000― ―

総株主の議決権 ― 12,151 ―

(注)１「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式47株が含まれております。
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② 【自己株式等】

　 　 平成23年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
川口化学工業株式会社

東京都千代田区
内神田２丁目８番４号

15,000 ― 15,000 0.12

計 ― 15,000 ― 15,000 0.12

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年　
12月

平成23年
　１月

　　　　　２月
３月 ４月 ５月

最高(円) 111 130 118 118 115 108

最低(円) 93 105 110 75 101 97

(注)株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表及び四半期財務諸表の作成方法について

（1）当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　
（2）当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　
（3）前事業年度（平成21年12月１日から平成22年11月30日まで）は連結財務諸表を作成していないため、

前連結会計年度末に係る要約連結貸借対照表に代えて、前事業年度末に係る要約貸借対照表を記載して

おります。また、前第２四半期会計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）及び前第２四半

期累計期間（平成21年12月１日から平成22年５月31日まで）は四半期連結財務諸表を作成していないた

め、前第２四半期連結会計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）及び前第２四半期連結

累計期間（平成21年12月１日から平成22年５月31日まで）に係る四半期連結損益計算書並びに前第２四

半期連結累計期間（平成21年12月１日から平成22年５月31日まで）に係る四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書に代えて、前第２四半期会計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）及び前第

２四半期累計期間（平成21年12月１日から平成22年５月31日まで）に係る四半期損益計算書並びに前第

２四半期累計期間（平成21年12月１日から平成22年５月31日まで）に係る四半期キャッシュ・フロー計

算書を記載しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成22年３月１日

から平成22年５月31日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21年12月１日から平成22年５月31日まで）

に係る四半期財務諸表について、公認会計士　鈴木　竹夫、同　瀧澤　　晋両氏により、当第２四半期連結会計期

間(平成23年３月１日から平成23年５月31日まで)及び当第２四半期連結累計期間（平成22年12月１日から

平成23年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、公認会計士　瀧澤　　晋、同　小林　義典両氏に

より四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、前事業年度までに子会社の資産、売上高、損益その他の項目から見て、重要性が乏しいことを理由

に、連結財務諸表は作成しておりませんでした。設立２期目の子会社開溪愛(上海)貿易有限公司は、今後、そ

の資産、利益等の状況に重要性が増すことが見込まれると判断いたしました。そのため、当社は当該子会社

を連結対象とし、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】
【当第２四半期連結会計期間末】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 520,981

受取手形及び売掛金 2,090,752

商品及び製品 771,704

仕掛品 240,345

原材料及び貯蔵品 283,472

その他 8,405

貸倒引当金 △2,091

流動資産合計 3,913,572

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 907,119

その他（純額） 947,127

有形固定資産合計 ※
 1,854,247

無形固定資産

その他 7,196

無形固定資産合計 7,196

投資その他の資産

その他 361,697

貸倒引当金 △850

投資その他の資産合計 360,847

固定資産合計 2,222,290

資産合計 6,135,862

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,240,453

短期借入金 870,000

1年内返済予定の長期借入金 164,768

未払金 294,964

未払法人税等 4,930

未払消費税等 8,333

役員賞与引当金 6,000

その他 194,177

流動負債合計 2,783,625

固定負債

社債 600,000

長期借入金 543,548

退職給付引当金 598,977

役員退職慰労引当金 57,129

その他 66,385

固定負債合計 1,866,039

負債合計 4,649,665
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 610,000

資本剰余金 58,437

利益剰余金 813,762

自己株式 △6,785

株主資本合計 1,475,414

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 7,607

為替換算調整勘定 3,174

評価・換算差額等合計 10,782

純資産合計 1,486,196

負債純資産合計 6,135,862
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【前事業年度末の要約貸借対照表】
(単位：千円)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 416,687

受取手形 563,904

売掛金 1,581,859

製品 726,208

原材料 228,570

仕掛品 200,664

前払費用 8,266

その他 650

貸倒引当金 △2,146

流動資産合計 3,724,667

固定資産

有形固定資産

建物 1,637,296

減価償却累計額 △1,202,161

建物（純額） 435,134

構築物 722,943

減価償却累計額 △477,650

構築物（純額） 245,293

機械及び装置 5,587,556

減価償却累計額 △4,615,544

機械及び装置（純額） 972,012

車両運搬具 22,024

減価償却累計額 △19,761

車両運搬具（純額） 2,262

工具、器具及び備品 652,668

減価償却累計額 △533,115

工具、器具及び備品（純額） 119,552

土地 20,851

建設仮勘定 34,122

有形固定資産合計 ※
 1,829,229

無形固定資産

その他 7,994

無形固定資産合計 7,994

投資その他の資産

投資有価証券 49,701

関係会社株式 53,000

従業員に対する長期貸付金 16,528

長期前払費用 8,153

繰延税金資産 279,898

その他 11,755

貸倒引当金 △1,150

投資その他の資産合計 417,887

固定資産合計 2,255,111

資産合計 5,979,779
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(単位：千円)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形 140,810

買掛金 960,148

短期借入金 1,070,000

1年内返済予定の長期借入金 124,760

未払金 245,370

未払費用 140,505

未払法人税等 5,648

未払消費税等 1,992

預り金 5,494

前受収益 9,264

設備関係支払手形 63,306

その他 18,996

流動負債合計 2,786,297

固定負債

社債 600,000

長期借入金 465,940

退職給付引当金 630,774

役員退職慰労引当金 56,485

長期預り金 64,013

その他 3,071

固定負債合計 1,820,285

負債合計 4,606,582

純資産の部

株主資本

資本金 610,000

資本剰余金

資本準備金 58,437

資本剰余金合計 58,437

利益剰余金

利益準備金 129,930

その他利益剰余金

固定資産圧縮積立金 4,073

別途積立金 600,000

繰越利益剰余金 △26,331

その他利益剰余金合計 577,742

利益剰余金合計 707,672

自己株式 △6,758

株主資本合計 1,369,351

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 3,845

評価・換算差額等合計 3,845

純資産合計 1,373,196

負債純資産合計 5,979,779
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(2)【四半期連結損益計算書】
【前第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年５月31日)

売上高 3,375,113

売上原価 2,820,191

売上総利益 554,922

販売費及び一般管理費 ※
 432,087

営業利益 122,835

営業外収益

受取利息 552

受取配当金 214

不動産賃貸料 3,848

受取保険金 5,778

その他 2,249

営業外収益合計 12,644

営業外費用

支払利息 17,761

社債利息 4,777

その他 2,504

営業外費用合計 25,042

経常利益 110,436

特別利益

貸倒引当金戻入額 772

特別利益合計 772

特別損失

たな卸資産除却損 613

固定資産除却損 420

特別損失合計 1,034

税引前四半期純利益 110,173

法人税、住民税及び事業税 620

法人税等調整額 2,671

法人税等合計 3,291

四半期純利益 106,881
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【当第２四半期連結累計期間】
(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年５月31日)

売上高 3,548,013

売上原価 2,975,020

売上総利益 572,993

販売費及び一般管理費 ※
 446,372

営業利益 126,620

営業外収益

受取利息 508

受取配当金 308

不動産賃貸料 9,406

その他 2,692

営業外収益合計 12,915

営業外費用

支払利息 12,768

社債利息 2,331

その他 2,074

営業外費用合計 17,173

経常利益 122,362

特別利益

貸倒引当金戻入額 360

特別利益合計 360

税金等調整前四半期純利益 122,722

法人税、住民税及び事業税 620

法人税等調整額 12,259

法人税等合計 12,879

少数株主損益調整前四半期純利益 109,842

四半期純利益 109,842
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【前第２四半期会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期会計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年５月31日)

売上高 1,747,913

売上原価 1,460,175

売上総利益 287,737

販売費及び一般管理費 ※
 219,881

営業利益 67,856

営業外収益

受取利息 368

不動産賃貸料 1,924

受取保険金 2,321

その他 1,608

営業外収益合計 6,221

営業外費用

支払利息 8,315

社債利息 2,434

その他 1,195

営業外費用合計 11,945

経常利益 62,132

特別利益

貸倒引当金戻入額 114

特別利益合計 114

特別損失

たな卸資産除却損 613

固定資産除却損 420

特別損失合計 1,034

税引前四半期純利益 61,211

法人税、住民税及び事業税 310

法人税等調整額 34

法人税等合計 344

四半期純利益 60,866
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【当第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年５月31日)

売上高 1,808,163

売上原価 1,488,308

売上総利益 319,855

販売費及び一般管理費 ※
 218,492

営業利益 101,362

営業外収益

受取利息 470

不動産賃貸料 4,703

その他 1,267

営業外収益合計 6,441

営業外費用

支払利息 6,143

社債利息 1,194

その他 1,048

営業外費用合計 8,386

経常利益 99,417

特別利益

貸倒引当金戻入額 360

特別利益合計 360

税金等調整前四半期純利益 99,777

法人税、住民税及び事業税 310

法人税等調整額 17,418

法人税等合計 17,728

少数株主損益調整前四半期純利益 82,049

四半期純利益 82,049
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
【前第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 110,173

減価償却費 179,964

貸倒引当金の増減額（△は減少） △772

退職給付引当金の増減額（△は減少） △8,240

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 858

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △19,181

受取利息及び受取配当金 △767

為替差損益（△は益） 53

支払利息及び社債利息 22,538

有形固定資産除却損 420

売上債権の増減額（△は増加） △175,026

たな卸資産の増減額（△は増加） △191,196

仕入債務の増減額（△は減少） 171,424

未払消費税等の増減額（△は減少） △39,380

その他 29,557

小計 80,426

利息及び配当金の受取額 767

利息の支払額 △24,137

法人税等の支払額 △1,036

営業活動によるキャッシュ・フロー 56,019

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △57,951

無形固定資産の取得による支出 △1,820

投資有価証券の取得による支出 △37

従業員に対する貸付けによる支出 △1,022

その他 △6,021

投資活動によるキャッシュ・フロー △66,853

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △300,000

長期借入金の純増減額（△は減少） △62,380

リース債務の返済による支出 △3,982

配当金の支払額 △493

財務活動によるキャッシュ・フロー △366,855

現金及び現金同等物に係る換算差額 △53

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △377,743

現金及び現金同等物の期首残高 1,083,600

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 705,856
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【当第２四半期連結累計期間】
(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 122,722

減価償却費 177,866

貸倒引当金の増減額（△は減少） △355

退職給付引当金の増減額（△は減少） △31,797

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 6,000

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 643

受取利息及び受取配当金 △816

為替差損益（△は益） △53

支払利息及び社債利息 15,099

売上債権の増減額（△は増加） 55,012

たな卸資産の増減額（△は増加） △140,079

仕入債務の増減額（△は減少） 112,979

未払消費税等の増減額（△は減少） 6,340

その他 △47,798

小計 275,765

利息及び配当金の受取額 816

利息の支払額 △13,496

法人税等の支払額 △986

営業活動によるキャッシュ・フロー 262,098

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △119,876

投資有価証券の取得による支出 △1

従業員に対する貸付けによる支出 △2,867

その他 1,838

投資活動によるキャッシュ・フロー △120,907

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △200,000

長期借入れによる収入 200,000

長期借入金の返済による支出 △82,384

自己株式の取得による支出 △27

リース債務の返済による支出 △3,982

配当金の支払額 △140

財務活動によるキャッシュ・フロー △86,534

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,557

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 57,214

現金及び現金同等物の期首残高 463,766

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 520,981

EDINET提出書類

川口化学工業株式会社(E01006)

四半期報告書

23/35



【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期連結会計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年５月31日)

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

項目
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年12月１日  至  平成23年５月31日)

１  連結の範囲に関する事項の変更 (1) 連結子会社の数　　１社

第１四半期連結会計期間から、子会社である開溪愛（上海）貿易

有限公司の資産、利益等の状況に重要性が増すことが見込まれると

判断したため、連結の範囲に含めております。

(2) 非連結子会社の数　１社

　　有限会社ケーシーアイサービス

２　連結子会社の事業年度等に関する事

項の変更

　新たに連結の範囲に含めた開溪愛（上海）貿易有限公司の決算日は

12月31日であります。連結財務諸表の作成に当たっては、５月31日に実

施した仮決算に基づく財務諸表を使用しております。

３  持分法の適用に関する事項の変更 　該当事項はありません。

４  会計処理基準に関する事項の変更 　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」

（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年

３月31日）を適用しております。これによる四半期連結財務諸表に与

える影響額はありません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年12月１日  至  平成23年５月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率が、前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前事業年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。

２　棚卸資産の評価方法

当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を一部省略し、前事業年度末の実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

３　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に

著しい変化がないと認められるので、前事業年度において使用した将来の業績予想やタックス・プランニング

を利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年12月１日  至  平成23年５月31日)

　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額は、7,025,302千円で

あります。

 

　

前事業年度末
(平成22年11月30日)

※　有形固定資産の減価償却累計額は、6,848,233千円で

あります。

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

前第２四半期累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年５月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

 
社員給与手当　　　　98,423千円

退職給付費用　　　　 6,417千円

役員退職慰労

引当金繰入額      7,218千円

役員賞与引当金

　　　繰入額　　　　858千円

研究開発費　　     111,617千円

　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年５月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

 
社員給与手当 　  　 102,045千円

退職給付費用　　　　  6,328千円

役員退職慰労

引当金繰入額    　 4,643千円

役員賞与引当金

　　　　　繰入額　　　6,000千円

研究開発費　　 　   105,596千円
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第２四半期連結会計期間

前第２四半期会計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年５月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

 
社員給与手当　　　　50,293千円

退職給付費用　　　　 2,310千円

役員退職慰労

引当金繰入額    　5,283千円

役員賞与引当金

　　　繰入額　　　　858千円

研究開発費　　      56,162千円

　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年５月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

 
社員給与手当 　  　　49,652千円

役員退職慰労

引当金繰入額    　 2,846千円

役員賞与引当金

　　　繰入額　　　 3,000千円

研究開発費　　 　    50,983千円

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年５月31日)

※  現金及び現金同等物の当第２四半期累計期間末残高

と当第２四半期貸借対照表に掲記されている科目の

金額との関係

(平成22年５月31日現在)

現金及び預金 705,856千円

現金及び現金同等物 705,856千円

　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年５月31日)

※  現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末

残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

(平成23年５月31日現在)

現金及び預金 520,981千円

現金及び現金同等物 520,981千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成23年５月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成22年12月１日 

至  平成23年５月31日)

１．発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 12,200,000

　

２．自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 15,047

　

３．新株予約権の四半期連結会計期間末残高等

　　　該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　　　該当事項はありません。

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。　

　
５．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年12月１日  至  平成23年５月31日)及び当第２四半期連結会計

期間(自　平成23年３月１日　至　平成23年５月31日)

　当社グループは、有機化学工業薬品の製造および販売を行っておりますが、全セグメントの売上高の合計、

営業利益及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める前掲の有機化学工業薬品事業の割合がいずれも

90％を超えているため、記載を省略しております。　　　　

　

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

 平成20年３月21日)を適用しております。

　

第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前第２四半期連結累計期間（自　平

成21年12月１日　至　平成22年５月31日）及び前第２四半期連結会計期間（自　平成22年３月　１日　至　平成22

年５月31日）における（セグメント情報）については記載しておりません。

　
(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。　

　

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。　

　

(賃貸等不動産関係)

該当事項はありません。　
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日)

　 121.97円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成23年５月31日)

純資産の部の合計額(千円) 1,486,196

普通株式に係る純資産額(千円) 1,486,196

普通株式の発行済株式数(株) 12,200,000

普通株式の自己株式数(株) 15,047

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株) 12,184,953

　

前事業年度末
(平成22年11月30日)

　 112.69円
　

　
(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
前事業年度末

(平成22年11月30日)

純資産の部の合計額(千円) 1,373,196

普通株式に係る純資産額(千円) 1,373,196

普通株式の発行済株式数(株) 12,200,000

普通株式の自己株式数(株) 14,798

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株) 12,185,202

　
２  １株当たり四半期純利益金額等

 第２四半期連結累計期間

　

前第２四半期累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年５月31日)

１株当たり四半期純利益金額 8.77円
　
　

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(注)２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年５月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 106,881

普通株式に係る四半期純利益(千円) 106,881

普通株主に帰属しない金額(千円) －

普通株式の期中平均株式数(株) 12,185,382

　

EDINET提出書類

川口化学工業株式会社(E01006)

四半期報告書

29/35



当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年５月31日)

１株当たり四半期純利益金額 9.01円
　

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(注)２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年５月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 109,842

普通株式に係る四半期純利益(千円) 109,842

普通株主に帰属しない金額(千円) －

普通株式の期中平均株式数(株) 12,184,994
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　　第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期会計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年５月31日)

１株当たり四半期純利益金額 5.00円
　
　

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(注)２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期会計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年５月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 60,866

普通株式に係る四半期純利益(千円) 60,866

普通株主に帰属しない金額(千円) －

普通株式の期中平均株式数(株) 12,185,382

　
当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年５月31日)

１株当たり四半期純利益金額 6.73円
　

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(注)２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年５月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 82,049

普通株式に係る四半期純利益(千円) 82,049

普通株主に帰属しない金額(千円) －

普通株式の期中平均株式数(株) 12,184,953

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年７月13日

川口化学工業株式会社

取締役会  御中

　

鈴木竹夫公認会計士事務所

　

公認会計士 　 　　　　鈴　木　竹　夫    　　印

　

瀧澤　晋公認会計士事務所

　

公認会計士 　 　　　　瀧　澤　　　晋    　　印

　
私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川口化学

工業株式会社の平成21年12月１日から平成22年11月30日までの第109期事業年度の第２四半期会計期間(平成

22年３月１日から平成22年５月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成21年12月１日から平成22年５月31日

まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー

計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、私たちの責任は独

立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビュー

を行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、川口化学工業株式会社の平成22年５月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　
会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年７月13日

川口化学工業株式会社

取締役会  御中

　

瀧澤　晋公認会計士事務所

　

公認会計士     瀧　　澤　　　　　晋 　  印

　

小林義典公認会計士事務所

　

公認会計士     小　　林　　義　　典　   印

　
私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川口化学

工業株式会社の平成22年12月１日から平成23年11月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成23年３月１日から平成23年５月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年12月１日から平成23年５

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、私たちの責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビュー

を行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、川口化学工業株式会社及び連結子会社の平成23年

５月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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